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12月15日、田子幼稚園宇宙組の園児が年賀状作りにチャ
レンジしました。一生懸命作った年賀状は無事届いたか
な？

今年もよろしくお願いします！

た
っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター
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新
年　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
町
政
各
般
に
わ
た

り
格
別
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

田
子
町
長
を
拝
命
し
て
、
１
月
15
日
で

３
年
と
な
り
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
て
初

心
に
立
ち
返
り
、
誠
実
に
謙
虚
に
、
そ
し

て
視
野
を
広
く
持
ち
、
田
子
町
の
福
祉
の

充
実
、
産
業
の
振
興
、
豊
か
な
感
性
と
知

性
溢
れ
る
教
育
と
人
材
育
成
を
、
創
意
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
行
政
運
営
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
民
の
皆
様
に
、
心
身
と
も
に

健
康
で
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
心
豊
か
な
生

活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
27
年
の
主

な
取
り
組
み
を
、
５
つ
に
大
別
し
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

第
一
に
は
、「
明
る
く
朗
ら
か
に
、
仲

良
く
支
え
あ
い
、
喜
ん
で
働
き
活
力
あ
る

人
々
の
町
」
を
目
指
し
、
４
つ
の
町
民
運

動
を
更
に
充
実
・
強
化
し
、
各
自
治
会
活

動
や
住
民
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、

こ
れ
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
々
、
団
体
及
び

事
業
者
に
そ
の
意
地
と
目
的
に
つ
い
て
周

知
を
図
り
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
や
孤
立
防
止
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

第
二
は
、「
農
林
畜
産
業
の
振
興
、
六

次
産
業
化
の
育
成
、
地
域
連
携
と
交
流
事

業
の
実
施
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
よ
り
、
安
定
し
た
農
業
経
営
や
企
業

経
営
を
促
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広

げ
、
所
得
向
上
と
働
き
の
場
の
確
保
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
勤
務
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
町
内
の

観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
関
係

団
体
と
連
携
・
強
化
を
図
り
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
三
に
は
「
教
育
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
や
確

か
な
学
力
を
育
む
た
め
に
、
小
・
中
学
校

へ
の
特
別
教
育
支
援
と
し
、
支
援
員
を
配

置
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
継
続

し
て
参
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
は

田
子
小
学
校
内
に
定
員
20
名
程
度
の
学
童

保
育
を
拡
充
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た

め
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
策
と
し

て
、
今
年
の
４
月
か
ら
、
町
外
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
場
合
で
も
、
助
成
の
対
象

と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
四
に
は
、「
保
健
・
医
療
・
介
護
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
、
町
で
は
、
健
康
宣
言
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
健
康
に
向
け

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
、
皆
さ
ん

の
協
力
と
参
加
の
下
、
目
標
数
値
の
達
成

と
町
民
の
健
康
指
数
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
青
森
県
一
、
全
国
一
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
医
療
福
祉
に
携
わ
る
者
や

関
係
団
体
等
が
連
携
し
調
査
研
究
な
ど
を

行
い
、
総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
「
田
子
町
保
健
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
」
を
昨
年
、
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
健
康
と
医
療
、
介
護
は
関
連
し
て

お
り
、
相
互
の
情
報
共
有
に
よ
り
、
よ
り

効
率
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
政
策
立
案
と
事
業
推
進
、
検
証
・
改

善
に
よ
り
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
五
は
「
そ
の
他
の
取
り
組
み
」
と
し

て
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
口
減
少
や
人
口
流
出
を
少
し

で
も
小
さ
く
す
る
た
め
、
若
者
定
住
、
移

住
支
援
や
結
婚
促
進
支
援
を
重
要
な
課
題

と
し
て
捉
え
、
田
子
町
に
住
み
、
子
育
て

や
地
域
活
動
に
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
対

し
様
々
な
形
で
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

県
境
の
産
廃
不
法
投
棄
事
案
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
に
廃
棄
物
な
ど
の
全
量
撤
去

し
た
後
も
、
ま
だ
こ
の
先
７
年
間
、
現
場

内
の
地
下
水
浄
化
作
業
が
続
く
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
に
継
承
す
べ
き

美
し
い
我
が
町
「
田
子
町
」
の
環
境
保
護

と
環
境
美
化
な
ど
に
つ
い
て
の
指
標
と
し

て
、「
田
子
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
昨
年
制
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
五
次
総
合
計
画
が
平
成
27
年
度

で
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、
現
在
、
第
六

次
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
総
合
計
画
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
経
営
の
指
標
と
な
る
も
の

で
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
参

加
の
も
と
全
職
員
の
英
知
を
結
集
し
て
そ

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

以
上
、
今
年
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
役
場
は
町
民
の
役
に
立
つ
場
所
」
で

あ
る
こ
と
を
、
職
員
共
々
日
々
再
確
認
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
と
立
ち

寄
り
や
す
い
役
場
の
雰
囲
気
作
り
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

旧
年
に
も
増
し
て
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

※
こ
ち
ら
は
抜
粋
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

役
場
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
年
の
あ
い
さ
つ田子町長

山 本 晴 美
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や
感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に

前
田
地
区
で
起
き
た
火
災
に
お

い
て
、
住
民
避
難
に
尽
力
さ
れ

た
方
へ
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
町
内
で
は
１
件
の
火

災
が
あ
り
、
参
加
し
た
団
員
ら

は
今
年
１
年
の
無
火
災
に
向
け

て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
お
け
る
表
彰
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
町
長
表
彰

「
賞
詞
」

第
５
分
団　

団
員

小
笠
原
正
樹　

第
１
分
団　

団
員　

佐
野　

充

第
２
分
団　

団
員　

山
市
良
正

第
３
分
団　

団
員　

橋
本
貴
宏

団
員　

宮
村
武
彦
（
27
年
５
月
）

団
員　

笹
森
美
則
（
27
年
５
月
）

団
員　

原　

正
彦
（
27
年
３
月
）

団
員　

蛇
沼
儀
三
（
21
年
１
月
）

団
員　

腰
巡
博
昭
（
20
年
２
月
）

団
員　

高
森
壽
子
（
11
年
０
月
）

団
員　

板
橋
町
子
（
10
年
６
月
）

「
優
良
分
団
表
彰
」

第
４
分
団　

規
律
厳
正
平
素
の

成
績
特
に
優
秀

○
消
防
活
動
協
力
者
表
彰

鈴
木
秀
明

創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー
ラ

ン
ド
安
全
祈
願
祭

　

12
月
21
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
30
名

第
４
分
団　

団
員　

三
田
裕
輝

第
６
分
団　

団
員　

山
崎
勝
信

第
７
分
団　

団
員　

富
樫
春
治

第
８
分
団　

団
員　

村
木
孝
行

第
９
分
団　

団
員　

藤
村
京
子

○
団
長
表
彰

「
感
謝
状
」
平
成
26
年
退
団
者

分
団
長　

冷
清
水
清
峰

（
31
年
５
月
）

分
団
長　

山
市
圭
三（

28
年
８
月
）

副
分
団
長　

水
梨
博
充

（
30
年
９
月
）

部
長　

田
中
祥
夫
（
31
年
５
月
）

部
長　

中
村
昭
法
（
15
年
７
月
）

部
長　

野
端
律
子
（
12
年
０
月
）

班
長　

久
保
益
彦
（
16
年
１
月
）

班
長　

飯
原　

晃
（
14
年
０
月
）

班
長　

菊
地
知
代
（
12
年
０
月
）

班
長　

日
沢
浪
子
（
11
年
０
月
）

が
シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈

願
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ー

ズ
ン
中
ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る

２
２
９
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
を
愛
す

る
会
（
釜
渕
清
嗣
会
長
）
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

神
事
の
後
、
ス
キ
ー
場
の
オ

ー
プ
ン
と
と
も
に
、
こ
の
日
を

待
ち
わ
び
て
い
た
ス
キ
ー
ヤ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
ら
は
初
滑

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
創
遊
村
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
は
、
平
日
は
ナ
イ

タ
ー
の
み
で
午
後
５
時
～
９
時

45
分
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
９

時
～
午
後
９
時
45
分
ま
で
、
日

曜
祝
日
は
午
前
９
時
～
午
後
４

時
ま
で
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

無
火
災
に
向
け
決
意
を
新

た
に
～
平
成
27
年
田
子
町

消
防
団
出
初
式
～

　

１
月
４
日
、
住
民
安
全
を
守

る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を
目

的
と
し
て
、
町
内
で
田
子
町
消

防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
全
分
団
か
ら
１
８
０

名
の
団
員
が
参
加
し
、
タ
プ
コ

ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
隣
接

す
る
田
子
川
に
お
い
て
一
斉
放

水
訓
練
を
行
い
、
山
本
町
長
か

ら
観
閲
を
受
け
た
後
、
サ
ン
モ

ー
ル
た
っ
こ
商
店
街
入
口
ま
で

を
力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。

　

行
進
の
後
に
は
中
央
公
民
館

で
式
典
が
行
わ
れ
、
消
防
団
活

動
に
尽
力
し
た
団
員
ら
に
賞
詞

　トピックス

一斉放水訓練の様子

息のあった分列行進

今シーズンの安全を祈願

消防活動協力者表彰を受けた鈴木さん

初滑りを楽しむスノーボーダー
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トピックス　

▼
努
力
賞

「
悦
晴
」
号

　

尾
形
喜
悦
（
84
歳
・
種
子
）

▼
ロ
ー
ス
芯
賞

「
安
国
花
」
号

　

土
川
幸
喜
（
51
歳
・
川
向
）

税
金
教
室
～
税
金
の
大
切

さ
を
学
ぶ
～

　

12
月
16
日
と
19
日
、
清
水
頭

小
と
上
郷
小
で
５
・
６
年
生
を

対
象
に
税
金
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
戸
税
務

署
の
事
業
で
、
希
望
の
あ
っ
た

学
校
に
役
場
税
務
課
の
職
員
が

講
師
と
し
て
出
向
き
、
授
業
を

行
う
も
の
で
す
。

　

職
員
か
ら
税
金
の
種
類
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
ア
ニ
メ
で
税

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受

賞
を
報
告

　

12
月
22
日
、
田
子
保
育
園
の

岩
間
翔し

ょ
う
た汰
君
（
６
歳
）
が
八
戸

地
域
防
災
協
会
主
催
の
消
防
図

画
展
で
優
秀
作
品
賞
を
、
山
本

心の

あ愛
さ
ん
（
６
歳
）、
岡
田
琉る

い生

君
（
６
歳
）
が
、
八
戸
農
協
収

穫
感
謝
祭
子
供
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
銀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、

そ
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。
岩
間
君
の
作
品
は
、
は
し

ご
車
と
へ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助

活
動
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
描

金
が
な
い
世
界
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
な
ど
、
税
金
の
使
い

道
を
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
で
一
番
高
い
税
率
の
国
な

ど
の
紹
介
も
あ
り
、
児
童
ら
は

税
金
の
仕
組
み
と
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

授
業
が
終
わ
る
と
、
職
員
が

持
参
し
た
１
億
円
の
見
本
（
約

10
㎏
）
を
代
わ
る
代
わ
る
抱
え
、

１
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
ま
し

た
。
児
童
ら
は
、「
税
金
が
な
い

と
、
授
業
料
が
月
に
７
万
円
も

か
か
る
と
知
っ
て
驚
い
た
」「
税

金
が
な
い
と
救
急
車
を
呼
ん
だ

り
、
火
事
に
な
っ
た
と
き
消
火

に
か
か
っ
た
お
金
を
払
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
と
知
っ
て
、
税

金
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

い
た
も
の
で
、「
将
来
は
消
防
士

に
な
り
た
い
」
と
笑
顔
で
答
え

ま
し
た
。
山
本
さ
ん
と
岡
田
君

は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
作
業

大
久
保
さ
ん
が
優
秀
賞
受

賞
～
枝
肉
研
究
会
褒
章
授

与
式
～

　

12
月
25
日
、
第
11
回
三
戸
地

方
黒
毛
和
種
改
良
組
合
枝
肉
研

究
会
褒
章
授
与
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

褒
章
授
与
式
に
先
立
ち
、
三

戸
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
審

査
会
が
あ
り
、
同
研
究
会
に
所

属
す
る
三
戸
地
方
の
肥
育
農
家

か
ら
全
26
頭
が
出
品
さ
れ
、
厳

正
な
審
査
に
よ
り
各
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
の
入
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
優
秀
賞

「
し
げ
さ
か
え
」
号

　

大
久
保
稔
（
61
歳
・
袖
平
）優秀賞を受賞した大久保さん（右）

１億円は重かった！（清水頭小）

上郷小での授業の様子

報告に訪れた岡田君、岩間君、山本さん（左から）

適度な運動で健康管理を！
　寒さ厳しい季節となり、体を動かす機会も減って
いるのではないでしょうか。走ったり、スポーツを
したりできればいいのですが、なかなかそうはいか
ないのが現状。しかし、健康な体をつくるには適度
に体を動かすことが重要です。そこで、簡単に行え
る全身運動「ラジオ体操」で、寒さで縮こまった体
をほぐしてみましょう。
◎効果
★腕を回したり屈伸したりといった動作が、肩こり

や腰痛の軽減につながります。
★機能の低下を緩やかにしたりといっ

た効果や、血行が良くなることで適
度なリフレッシュ効果も得られます。

★生活習慣病の予防にもつながります。
　ラジオ体操は、即効性はありませんが、毎日継続
して行うことで、効果が得られます。健康のお守り
代わりに、１日１回体を動かしましょう。
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　トピックス

し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
し
た
３
団

体
の
代
表
者
か
ら
年
頭
の
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
田
子

１
年
の
無
病
息
災
を
願
っ

て
～
耕
田
寺
春
祈
祷
～

　

１
月
10
日
、
北
側
地
区
の
耕

田
寺
で
春
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
１
月
10
日

に
耕
田
寺
へ
檀
家
の
方
々
が
集

ま
り
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災

や
家
内
安
全
、
交
通
安
全
な
ど

を
祈
願
す
る
も
の
で
、
今
年
も

７
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。
祈
祷
の
後
、
老

健
た
っ
こ
の
山
田
悦
輝
所
長
か

ら
「
座
禅
と
健
康
」
に
つ
い
て

の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

境
内
で
は
写
生
展
覧
会
も
行
わ

中
学
校
の
一
戸
宗
雄
校
長
か
ら
、

年
頭
の
所
感
と
し
て
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
一
戸
校
長
は
、「
関

数
と
は
何
か
」
を
自
身
と
生
徒

の
や
り
と
り
の
経
験
や
過
去
の

偉
人
の
実
験
内
容
を
基
に
、
ま

る
で
授
業
の
よ
う
な
語
り
口
で

参
加
者
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

最
後
に
「
行
政
・
教
育
・
農
業

が
三
位
一
体
に
、
町
の
明
日
を

豊
か
な
も
の
に
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

れ
て
お
り
、
町
内
の
小
学
校
よ

り
応
募
さ
れ
た
約
１
０
０
点
の

作
品
が
三
月
の
彼
岸
中
日
ま
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
２
人
と

も
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
そ

の
様
子
を
ク
レ
ヨ
ン
や
水
彩
絵

の
具
で
描
き
、「
賞
を
も
ら
え
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
元
気

よ
く
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

新
年
の
訪
れ
を
祝
い
活
躍

を
決
起
～
新
年
を
祝
う
会

～
　

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
27
年
田
子
町
民
の
新
年
を

祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
と
町
商
工
会
、
八
戸

農
協
田
子
支
店
の
主
催
に
よ
り

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
か
ら
約
90
名
が
出
席
し
ま

2014年を振り返る田子の冬
　あけましてお
めでとうござい
ます。『田子町地
域おこし協力隊』
のつっちーこと
筒崎靖史（つつ
ざきやすし）で
す。 町 の 皆 様、
2014年は大変

お世話になりました。2015年もどうぞよろしく
お願いします。
　2014年は12月初旬からどんどん積もる雪に、
冬を越せるのか？！、と不安になったことは事実
ですが、心配そうに声をかけてくださる町の皆様
の温かい心に支えられて新年を迎えることができ
ました。
　地域おこし協力隊として、2014年はまず町の
イベントへの参画と、町の人々と交流を持つこと
に重点を置きました。次に田子町の歴史の勉強や
観光資源の踏査、町の飲食店巡り、またそれらを
写真や動画に収めて露出または準備に勤しんでお
りました。
　2015年4月からは田子町ケーブルテレビジョ
ンで番組を持つにあたり、町の皆様に取材するこ
とがあるかと思います。その際には、どうぞご協
力をお願いします！

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

熱のこもった講話をする一戸校長

町民憲章を参加者全員で唱和

お経をあげる僧侶ら
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お知らせ　

■  平成27年 所得申告相談受付のお知らせ（印鑑が必要です）

会　場 月　日 曜日
対象行政区

午　前 午　後

上郷公民館

研修室

2月13日 金 関 夏坂

2月16日 月 道前・嘉沢 山口

2月17日 火 遠瀬・水亦 新田

2月18日 水 石亀・杉本 茂市

2月19日 木 道地 【上郷地区全域】

中央公民館

研修室

2月23日 月 明土平・上相米 根渡・柴倉

2月24日 火 上風張・風張・
南風張 宮野・細野

2月25日 水 雀ヶ平 野面・ ノ実

2月26日 木 飯豊 原

2月27日 金 川向・川代・椛山 袖平・清水頭

3月2日 月 干草場 長坂

3月3日 火 西舘野 上野

3月4日 水 矢田郎 野月

3月5日 木 【田子町内全域】

3月6日 金 野々上 池振・野畦沢

3月9日 月 下田子・舞手 向山・衣更

3月10日 火 七日市 種子

3月11日 水 下本町・塚ノ上ミ サンモール

3月12日 木 北側・南側 中本町

3月13日 金
【田子町内全域】

3月16日 月

午前受付  ８時45分～11時　  午後受付  １時～４時30分

　介護認定を受けている65歳以上の方で、身体の障害または認知症の状態が認定基準に該当している場合は、
障害者手帳等を持っていなくても「障害者控除」や「特別障害者控除」を受けることができます。
　（対象者は、所得税や住民税の申告時に、その本人及び認定を受けた人を扶養している方です）

◎田子町の方が、町内の公民館で申告す
る場合は、認定書を準備する必要はあ
りませんが、申告時には自ら申し出て
ください。

　（申し出がないと控除できません）

◎税務署や他の市町村で申告する場合は、事前に認定書の
交付を受けなければなりません。

また、手続きの際、介護保険被保険者証や印鑑を使い
ますので、電話でお問い合わせください。

問役場健康増進課（せせらぎの郷）☎２０−７１００　　及び各市町村の福祉担当課

「障害者控除対象認定書」についてのお知らせ

◎農業・営業申告をされる方へ

　事業に係わる販売額や経費など
の申告の場合は、１年間の合計額
を書いた「収支内訳書」または帳
簿を提出していただきます。
　ただし、農産物・葉たばこ・肉
用牛・農機具の「販売証明書」は
確認しますので、ご持参ください。

◎給与・年金所得のある方へ

　所得税の申告をする場合は、源
泉徴収票の原本が必要です。
　なくされた時は、早めに支払者
から再発行を受けてください。

◎寡婦（寡夫）の方へ

　配偶者と死別または離婚した場
合、寡婦控除等の対象となる場合
がありますので、申告時には自ら
申し出て確認を受けてください。

◎その他（該当する場合）

　身体障害者手帳
　国民年金納付領収書
　各種保険料控除証明書
　おむつ使用証明書　　　など

　医療費控除の対象となる領収書
は全て確認しますので、ご持参く
ださい。申告前に、人ごと・病院
ごとの合計額を書いていただきま
す。※ 生命保険等で給付金を受
け取った場合はその書類もご持参
ください。

問役場税務課税務グループ
☎２０−７１１２
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■  田子町定住、移住促進通勤支援を始めます
　町では、定住人口の増加と地域活性化のため、田子
町内に居住し、町外の職場に通勤する人に対して通勤
費用の一部を助成します。
　詳細については、１月上旬に全世帯に配布しており
ます「田子町定住、移住促進通勤支援のお知らせ」を
ご覧ください。（このお知らせは、２月上旬にも配布
予定です）

問役場住民課住民環境グループ☎２０－７１１３

■  家畜を飼っている方の飼養報告について
　家畜の伝染性疾病の発生予防やまん延を防止するこ
とを目的とした「家畜伝染病予防法」により、牛、豚、
馬、鶏（チャボ、ウコッケイ等を含む）、
アヒル、キジ、ホロホロ鳥、うずら等の
家畜を所有またはペットとして飼ってい
るすべての方は、年１回、その状況を報
告することが法律で義務づけられています。
▼報告の方法　飼養場所や頭羽数を所定の「定期報告
書」に記入
▼報告書の提出先　八戸家畜保健衛生所または役場産
業振興課農業振興グループ
▼報告期日　毎年２月１日の状況を４月15日（鳥類は
６月15日）まで

問八戸家畜保健衛生所 ☎０１７８ー２７ー７４１５
問役場産業振興課農業振興グループ ☎２０ー７１１５

■  平成27年度農業用免税軽油の申請受付に
　ついて
　農業、畜産業または養蚕業を営
む方が作業用トラクター等に軽油
を使用する場合には、軽油引取税
の免税対象となります。町では、
平成27年度農業用免税軽油の申請
受付を次のとおり行います。
１．申請受付日時　１月27日（火）、28日（水）
　午前９時～正午、午後１時～４時
２．申請受付場所　役場第２会議室（１階）
３．申請受付に必要な物

①耕作証明書（※ 農業委員会発行）②耕作（農作業
受委託）証明書 ③免税軽油使用者証（※ 更新する
場合）④機械販売証明書（納品書可）等（※ 新規に
申請する場合、更新する方で機械に変更のある場合）
⑤切手４５０円分 ⑥印鑑 ⑦県収入証紙４００円分 
⑧免税軽油の引き取り等に係る報告書（納品書、領
収書等添付）

※申請の前に農業委員会で耕作証明書の発行を済ませ
てから会場にお越しください。

※期間内に申請ができない場合は、三八地域県民局県
税部（八戸合同庁舎１階）で直接手続きを行ってく
ださい。

※国税または地方税等の滞納等がある場合は、使用者
証が交付されない可能性があります。

※ 使用者証の交付は平成27年４月以降となります。

問役場産業振興課農業振興グループ ☎２０ー７１１５
※ 耕作（農作業受委託）証明書に関する問い合わせは、
　田子町農業委員会 ☎２０−７１２０

■  学童保育申込受付始まります
●放課後も安心「すくすく館」「すくすく館上郷分館」
　田子小学校向かい「すくすく館」並びに上郷公民館
内「すくすく館上郷分館」学童保育利用申し込みを受
け付けます。
　利用を希望する方は、各学校並びに保育園・幼稚園
等を通じて配布される申込書にて申し込みください。

（注意：保育園・幼稚園等に入園されていない新１年
生になられる児童の保護者については、役場から申込
書を直接郵送します。）

問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９
問（社）田子町社会福祉協議会 ☎３２−４０４５

■  納期限・振替日を忘れずに！

税の種類 納期限 振替日（振替
納税の場合）

平成26年分申告所
得税および復興特
別所得税

３月16日（月） ４月20日（月）

平成26年分消費税
及び地方消費税

（個人事業者）
３月31日（火） ４月23日（木）

平成26年分贈与税 ３月16日（月）

■  納税は便利・安全・確実な振替納税で！！
◎手続きは簡単です
　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」に記
入・押印（金融機関への届出印が必要
です）のうえ提出してください。
　一度提出していただくと、継続して
ご利用いただけます。
◎振替納税を利用している方は、振替日前に預貯金残
高の確認をお願いします
　残高不足等で振替にならなかった場合は、納期限の
翌日から延滞税がかかりますのでご注意ください。

問八戸税務署
　☎０１７８−４３−０１４１（音声案内２番選択）

　お知らせ
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

第41回新春書き初め大会
年の始め、心豊かに硯に向かい筆をとりました
　新春書き初め大会
が１月８日、中央公
民館で開催されまし
た。今年は幼稚園か
ら一般まで28名の
参加がありました。
講師の米田巧先生よ
り、幼稚園から一般
まで順番に手本を書
いていただくとともに「文字を上手に書くためには、
運動をする時と同じく素直にのびのびと何も考えず
書くと健康的な文字となります」というアドバイス
をいただき、文字の大きさや配置を確認しながら丁
寧に筆を運んでいました。
　会場は墨の香りに包まれ、家族らが作品の仕上が
りを見守っていました。
　参加者の全作品を１月いっぱい中央公民館に展示
してありますのでご覧ください。
　結果は次のとおりです。

▽町長賞
佐藤斗

と わ こ

和子（田子
小２、写真左）
山美凱

か い せ い

勢（田子小
４、写真右）

▽文化協会長賞
　櫻井　惺

きらら

（田子幼）
　幅野陽

は る か

香（田子中２）
▽公民館長賞
　菊地玲

れ い か

花（田子小５）　谷内達
た つ や

哉（田子小６）
▽金賞
　岡㟢紀

の り ち か

親（田子幼）　福士夏
な つ き

希（田子幼）
　砂庭果

こ の み

実（清水頭小２）山美奏
か な は

葉（田子中１）
▽銀賞
　菊地結

ゆ あ

愛（田子幼）　池田優
ゆ う き

紀（田子小１）
　木谷歩

い ぶ き

夢（田子小２）池田侑
ゆ り え

里恵（一般）　
▽銅賞
　村井初

は づ き

希（田子幼）　佐野しぐれ（田子小１）
　日向琉

る な

月（田子小５）谷内勝
か つ や

哉（田子小６）

ご成人おめでとうございます
平成27年田子町成人式

　１月11日、平成27年田子町成人式が中央公民館で
開催されました。
　当日は、艶やかな振り袖や袴、真新しいスーツに
身を包んだ新成人58人が出席しました。
　式典では、公民館館長からお祝いのことば、町長、
議会副議長から激励のことばをいただきました。そ
して、最後に新成人を代表し、岩間功

こ う す け

将さん（写真）
が、お礼のことばとして「感
謝の気持ちを忘れず、周りと
の絆を大切に田子町民として
の誇りを持ち、これからの社
会に恥じることのない立派な
成人として生きていくこと、明るい未来のために努
力し続けることを誓います」と決意を述べました。
　新成人は来賓や恩師らと記念撮影をし、その後、
実行委員会主催の新成人祝賀パーティーを催し、恩
師や友人との再会を喜び、近況等を語りながら和や
かな時間を過ごしました。

真剣に手本を見る参加者

●生花講座
▽と　き　２月21日（土）午後６時30分～
▽ところ　中央公民館ホール
▽材料費　1,000円程度
▽持ち物　花ばさみ、カッター
▽申込み　随時受付
●フラワーアレンジメント
▽と　き　２月24日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽材料費　2,000円～3,000円程度
▽テーマ　「ひな祭り用アレンジ」
▽持ち物　花ばさみ、ゴム手袋、移植ベラ、カッタ
ー等
●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　２月25日（水）午後３時～５時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽内　容　コサージュ作り

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

●平成27年度公民館講座募集
　公民館講座を自主運営しませんか。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続したい
等、みなさんからのご応募をお待ちしております。
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●知識、学問
▽おとなの教養／池上彰／002イ
●家政、料理など
▽理想の暮らしの見つけ方／590

リ
▽クックパッドのおもしろ弁当＆

ゆるキャラごはん／596ク
▽クックパッドのおいしい厳選！

定番レシピ／596ク
▽やっぱり、かんたんがおいしい！

／足立洋子／596ア
●歴史・時代小説
▽失意の方／居眠り磐音江戸双紙

47 ／佐伯泰英／913サ
▽白鶴ノ紅／居眠り磐音江戸双紙

48 ／佐伯泰英／913サ
▽波止場浪漫／上下巻／諸田玲子／

913モ
▽恋しるこ／料理人季蔵捕物控26

／和田はつ子／913ワ
●ミステリー・サスペンス・警察
小説など
▽ナオミとカナコ／奥田英朗／

913オ
▽マル暴甘糟／今野敏／913コ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集42 ／西村京太郎／913ニ
▽インデックス／姫川玲子シリー

ズ６／誉田哲也／913ホ
▽ジウ／１～３／誉田哲也／913

ホ
▽深海の人魚／森村誠一／913モ
●そのほかの小説など
▽キャプテンサンダーボルト／阿

部和重・伊坂幸太郎／913ア
▽悪い恋人／井上荒野／913イ
▽リタとマッサン／植松三十里／

913ウ
▽営繕かるかや怪異譚／小野不由

美／913オ
▽水やりはいつも深夜だけど／窪

美澄／913ク
▽晩鐘／佐藤愛子／913サ
▽ブルース／桜木紫乃／913サ
▽ズッコケ中年三人組ａｇｅ49 ／

那須正幹／913ナ
▽望郷／森瑤子／913モ
▽店長がいっぱい／山本幸久／

913ヤ
▽陰陽師／螢火ノ巻／夢枕獏／

913ユ
●エッセイ・手記など
▽生と死をめぐる断想／岸本葉子／

114キ
▽明日はわが身／南田佐智恵／916

ミ

　図書館にある約60冊の「にんに
く」に関する本を集めて展示・貸出
します。にんにくは、血行を促進し
血液の循環を良くしたり、新陳代謝
を高め、疲労回復の効果があるなど、
様々な効能がある健康食品です。に
んにく料理でこの寒い時期を元気に
過ごしましょう。
○毎日ひとかけでパワーチャージ！

にんにくスーパーレシピ
○からだが元気になるにんにくレシ

ピ
○パワー野菜！にんにく＆たまねぎ

の底力
○ニンニクの絵本
○おいしいにんにく料理
○にんにく・しょうが・ねぎと・と

うがらしの薬膳レシピ

●読書マラソン終了

図書館情報
「にんにく」を食べて元気に過ごす！
「にんにく」の本特集
●「にんにく」の本展示と貸出

　小学生以下の子どもたちを対象に
した、期間内に本を何冊読めるか自
分の記録に挑戦する「読書マラソン」
が終了しました。今回の参加者は28
名。１等賞（８日間で40冊読破）は
次のみなさんです。おめでとうござ
います。

▽１等賞
岡㟢寿

じ ゅ り

麗（田子小５）、岡㟢紀
の り ち か

親
（田子幼宇宙組）、櫻井紅

く れ は

葉（田子
小４）、櫻井惺

きらら

（田子幼宇宙組）、
森崎祐

ゆ う せ い

世（清水頭小３）

読書マラソン中のみなさん

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

2月の図書館行事
▼２／14（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「ひなまつり」の折り紙作り

※２／28（土）の本の読みきかせととしょ
かんクラブはお休みです。

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１
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●2月2日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月3日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●2月4日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●2月5日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●2月6日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●2月9日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●2月10日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●2月12日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●2月13日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●2月16日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

●2月17日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後3:00
●2月18日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●2月19日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●2月20日（金）
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●2月23日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　保健推進員学習会
　（せせらぎの郷）午後3:30〜5:00
●2月24日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●2月25日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●2月26日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●2月27日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00

2月の主な保健・介護予防事業予定表
町
の
人
口

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在

世帯数／2247（−２）
人口／6159（＋３）
男／2955（＋２）
女／3204（＋１）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
化
か
ら
８
年
以
上
が
経
過

し
、
設
置
効
果
を
含
め
た
定
期

的
な
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
再

確
認
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

万
が
一
の
た
め
に
、
警
報
が
鳴

っ
た
時
の
正
し
い
対
処
方
法
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
お
手
入
れ
方
法

　

警
報
器
は
ほ
こ
り
等
が
つ
く

と
感
知
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

１
年
に
１
回
程
度
布
等
で
乾
拭

き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
作
動
テ
ス
ト
方
法

　

警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
、

ま
た
は
ひ
も
が
付
い
て
い
る
タ

イ
プ
の
も
の
は
、
ひ
も
を
引
く

こ
と
に
よ
り
テ
ス
ト
音
が
鳴
り

ま
す
。
鳴
ら
な
い
時
は
次
の
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
池
は
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

②
電
池
切
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
で
も
鳴
ら

な
い
場
合
は
故
障

が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
取
扱
説

明
書
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
警
報
が
鳴
っ
た
時
の
対
処
方

法▽
大
声
で
火
事
を
知
ら
せ
１
１

９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

▽
消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注

意
し
よ
う
！

　

冬
期
間
は
、
積
雪
や
気
温
の

低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が
非
常

に
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

車
の
運
転
で
は
、
速
度
を
控

え
め
に
、
車
間
距
離
を
十
分
に

保
っ
て
安
全
運
転
を
心
掛
け
、

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と
時

間
と
車
間
距
離
！

▽
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と

り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
２
倍
の
車
間
距
離

　

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
３
分
早
め
の
出
発

　

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
。
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●坂下海
かいせい

星（昌敏・美幸）／西舘野
●澤頭新

あらた

太（寿人・加代子）／干草場
●中堤結

ゆづき

月（慎吾・理佳子）／サンモール
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●櫻川義幸（関上）
　赤羽里佳（軽米町）
●太田裕樹（矢田郎）
　宇藤ひかる（野月）
●久保　浩（野々上）
　沼田裕子（おいらせ町）

お悔やみ
●多田千代子（88歳）中本町
●多田尚正（63歳）中本町
●多田龍司（55歳）七日市
●川端京子（84歳）下本町
●佐藤ひで（89歳）飯豊
●新井田テルヱ（88歳）西舘野
●坂本花子（89歳）風張
●岩間勝男（86歳）関上
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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本
校
は
よ
り
よ
い
授
業
を
実

現
す
る
た
め
に
、
毎
年
授
業
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
三
戸
郡
生
徒

指
導
研
究
会
の
研

究
授
業
や
三
戸
地

方
教
育
研
究
所
の

複
式
授
業
研
修
会

の
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
行

わ
れ
た
三
戸
郡
生

徒
指
導
研
究
会
で

は
、「
授
業
に
お

け
る
生
徒
指
導
と

学
習
意
欲
の
向
上

～
自
己
指
導
能
力

を
高
め
る
授
業
の

工
夫
～
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
５
・

６
年
の
社
会
科
の

授
業
を
公
開
し
ま

し
た
。
三
戸
郡
内

か
ら
た
く
さ
ん
の

先
生
方
に
授
業
を

見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
観
者
か

ら
は
、
日
常
の
生
徒
指
導
や
学

級
経
営
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん

の
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
行
わ
れ
た
三
戸

地
方
教
育
研
究
所
の
複
式
授
業

研
修
会
で
は
、
教
職
員
の
資
質

向
上
と
児
童
の
学
力
の
向
上
を

目
的
と
し
た
、
研

修
会
を
行
い
ま
し

た
。
三
戸
地
方
教

育
研
究
所
特
任
研

究
員
の
清
水
章
弘

氏
を
お
迎
え
し

て
、
複
式
授
業
で

の
意
見
交
流
の
活

動
や
子
ど
も
が
学

習
を
進
め
る
ガ
イ

ド
学
習
に
つ
い
て

の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
研

究
会
や
研
修
会
の

機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
授
業

研
究
に
励
ん
だ
一

年
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
研
修
の

成
果
を
今
後
の
学

習
指
導
に
生
か
し

て
い
く
と
と
も
に
教
員
自
ら

日
々
研
鑽
を
積
み
、
学
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

清
水
頭
小
学
校
）

編
集
後
記

　　

み
な
さ
ん
は
お
寺
の
行
事
に
参
加
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

今
回
、
耕
田
寺
の
春
祈
祷
の
取
材
で

初
め
て
、
お
寺
の
行
事
を
拝
見
し
ま
し

た
。
内
容
は
記
事
の
中
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
檀
家
さ
ん
と

和
尚
様
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
和
尚
様

た
ち
が
お
経
を
扇
の
よ
う
に
広
げ
て
い

た
の
で
す
が
、
何
か
と
思
っ
て
聞
い
て

み
る
と
、「
転
読
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

三
蔵
法
師
が
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
い

わ
れ
る
「
大
般
若
経
」
は
全
６
０
０
巻

あ
り
、
そ
れ
を
凝
縮
し
た
も
の
が
「
般

若
心
経
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。
春
祈
祷

で
は
、
こ
の
「
大
般
若
経
」
を
和
尚
様

た
ち
で
扇
の
よ
う
に
広
げ
る
転
読
を
し
、

お
経
を
あ
げ
た
こ
と
に
す
る
の
で
す
。

　

普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
た
り
、
気

に
し
て
い
な
か
っ
た
作
法
や
行
為
に
も
、

歴
史
的
な
流
れ
や
意
味
が
あ
る
も
の
で

す
。
今
度
お
寺
で
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い

て
み
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

学
校
の
話
題
　
清
水
頭
小
学
校

　情報スクランブル

着
膨
れ
の
隣
に
座
る
着
膨
れ
て 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

日
の
差
し
て
綺
羅
の
ウ
イ
ン
ク
軒
つ
ら
ら

 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

凩
に
吹
か
る
る
腹
や
鉤
の
魚 

森
き
よ
し
（
清
）

何
も
か
も
謝
す
る
思
ひ
の
年
の
暮 

川
村
キ
ヱ

手
造
り
の
器
並
べ
て
十
二
月 

堀
　
つ
や
子

風
邪
ひ
い
て
嫁
と
孫
と
が
遠
ざ
か
る 

山
本
一
枝
子

傘
寿
な
ほ
人
生
な
か
ば
冬
林
檎 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

跡
取
り
を
育
て
て
を
り
ぬ
雪
だ
る
ま 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

湯
豆
腐
に
親
子
三
代
揃
ひ
け
り 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
５
年
２
月
号
（
平
成
27
年
１
月
21
日
発
行
）
通
算
第
６
６
３
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.lg
.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

◎趣味や特技は？
音楽が好きで、いろいろなジャンル
を聴きますが、特にロックバンドが
好きです。カラオケにもよく行きま
す。

◎田子町で暮らして感じることは？
短大は弘前市だったので、田子町の
仲の良い友達もいないし、知らない
人だらけで寂しく感じました。戻っ
てきてからは元々仲の良い友達がい
ることもそうですが、直接知らなく
ても声を掛けてくれたり、田子の人
はみんな優しくて元気で良いなと改
めて感じました。

◎将来の目標は？
町の栄養士として、たくさんの方と
関わって、町民に頼られる栄養士に

なりたいです。

◎町への要望は？
町の中だけでは、生活に必要なもの
がなかなかそろわないなぁと感じて
います。若者向けの生活雑貨がそろ
えられるお店や、仕事の選択肢がも
っと増えればいいなと思います。

◎ひと言
去年の４月から栄養士として働いて
いますが、今後は利用者の方々がも
っと楽しんで食事をしていただける
ように、それぞれの家庭の味などを
聞き出しながら、本当に食べたいと
思っているものを食べてもらえるよ
う頑張ります！　今後ともよろしく
お願いします。

町のみなさんこんにちは

●名前：日向 昭子 22歳
　　　 （ひむかい　あきこ）
●出身地：  田子町
●お住まい：  野月
●お勤め先：老健たっこ
　栄養士（臨時職員）

　１月１日、田子上ノ平の八坂神社に多くの
初詣客が訪れました。境内には年越し前から
新年の訪れを心待ちにする方々が列をつく
り、参拝が始まると、これからの１年が良い
年となるよう祈願しました。

　12月18日、釜渕平地区で除雪格納庫の入
魂・新築祈願祭が行われました。山本町長を
はじめ、関係者ら約20名が参加し、新築を
祝うとともに冬場の町民生活が健やかに過ご
せることを祈念し、神事が執り行われました。
ここには、町で保有する除雪車４台、小型除
雪機12台が格納されることになります。

良い１年になりますように～初詣～

除雪格納庫入魂・新築祈願祭

新築された除雪格納庫

　

県
内
外
の
た
く
さ
ん
の
お
と
も
だ
ち

か
ら
年
賀
状
が
届
い
て
、
と
っ
て
も
う

れ
し
か
っ
た
よ
☆　

い
ち
ば
ん
遠
く
は

福
岡
か
ら
届
い
た
ん
だ
よ
！！　

お
正
月

に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
寒
中

見
舞
い
で
お
返
事
を
書
く
ね
♪

　

今
年
も
田
子
町
を
た
く
さ
ん
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
し
ま
す
！
（
文  

た
っ
こ
王
子
）

今年も
たくさんの年賀状ありがとう！
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